








































































































































（ 3 ）LGBTへの理解不足、同性婚の容認 35 35（13.8%）
（ 4 ）選択的夫婦別姓の容認 6 6 （2.4%）













































































程度は良好であった（GFI = .955，AGFI = .922，CFI = .929，RMSEA 









ける各因子の信頼性係数は上記の順に事前で.43， .61， .41， .57、事後で

























差が認められた（事前：t （142） = 2.65， p < .01， r = .22，事後：t （142） 






　平等主義的性役割態度尺度の合計を男女別に表 2 に示した。 2 （事前・
事後）× 2 （性別）の混合要因分散分析を行ったところ、事前・事後の
主効果（F （1，142） = 5.21， p < .05， η²p = .035）および性別の主効果（F 












3.33 （SD = .87）、事後：3.60 （SD = .89），t （41） = －1.81， p < .1， r 
= .27）、他の項目に差はなかった。一方、女子においては「1.女性が、
社会的地位や賃金の高い職業を持つと結婚するのがむずかしくなるから、
そういう職業を持たないほうがよい」（事前：1.51 （SD = .73），事後：1.35 
（SD = .48），t （101） = 2.06， p < .05， r = .20）、「4.女性の居るべき場
表 2 　事前・事後および男女別の平等主義的性役割態度尺度の平均値
女子（N = 102） 男子（N =42）
M SD M SD
事前 61.31 7.00 58.00 6.36
事後 62.94 6.06 58.67 7.38
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所は家庭であり、男性の居るべき場所は職場である」（事前：1.47 （SD = 
.69），事後：1.35 （SD = .56），t （101） = 2.16， p < .05， r = .21）、「10. 
娘は将来主婦に、息子は職業人になることを想定して育てるベきである」
（事前：1.53 （SD = .84）、事後：1.33 （SD = .55）、t （101） = 2.53， p < 
.05， r = .25）、「11. 女性は、家事や育児をしなければならないから、フ
ルタイムで働くよりパートタイムで働いたほうがよい」（事前：2.05 （SD 
= 1.04），事後：1.75 （SD = .92），t （101） = 2.69， p < .01， r = .26）の









　 2 つの下位尺度別の 1 項目あたりの平均値を図 1 に示した。 2 （事前・
事後）× 2（下位尺度）の個人内 2 要因の分散分析を行ったところ、事前・
事後（F （1，143） = 10.14， p < .01， η²p = .066）および下位尺度（F （1， 
143） = 212.91， p < .01， η²p = .598）においていずれも有意な主効果が













2 （事前・事後）× 4 （カテゴリー）のANOVAを行ったところ、事前・
事後（F （1，143） = 13.72， p < .01， η²p = .089）および下位尺度（F （3，428） 
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第 1 回　　講義概要説明 （横浜市立大学教授・佐藤響子）
第 2 回　　心理学とジェンダー （横浜市立大学准教授・平井美佳）
第 3 回　　社会学とジェンダー （横浜市立大学名誉教授・中西新太郎）
第 4 回　　イスラームとジェンダー （横浜市立大学准教授・山﨑和美）
第 5 回　　ジェンダー論概観 （元立正大学教授・金井淑子）
第 6 回　　経営学とジェンダー （横浜市立大学准教授・芦澤美智子）
第 7 回　　企業の取り組み （横浜銀行／ファーストリテイリング）
第 8 回　　コミュニケーション論とジェンダー
 （横浜市立大学教授・佐藤響子）












第 1 回　　講義概要説明 （横浜市立大学教授・佐藤響子）
第 2 回　　心理学とジェンダー （横浜市立大学准教授・平井美佳）
第 3 回　　生物学とジェンダー （横浜市立大学教授・佐藤友美）
第 4 回　　ジェンダー論概観 （元立正大学教授・金井淑子）
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第 5 回　　クィア・スダディーズ概観 （立教大学兼任講師・岩川ありさ）
第 6 回　　経営学とジェンダー （横浜市立大学准教授・芦澤美智子）
第 7 回　　企業の取り組み （横浜銀行／ゆうあいクリニック）
第 8 回　　国際法とジェンダー （横浜市立大学准教授・瀬田真）












第 1 回　　講義概要説明 （横浜市立大学教授・佐藤響子）
第 2 回　　心理学とジェンダー （横浜市立大学准教授・平井美佳）
第 3 回　　生物学とジェンダー （横浜市立大学教授・佐藤友美）
第 4 回　　ジェンダー論概観 （元立正大学教授・金井淑子）
第 5 回　　クィア・スダディーズ概観 （立教大学兼任講師・岩川ありさ）
第 6 回　　言語とトランス・ジェンダー／トランスセクシュアル
 （Collby College教授・阿部ひで子）
第 7 回　　企業の取り組み （横浜銀行／アフラック）
第 8 回　　経営学とジェンダー （横浜市立大学准教授・芦澤美智子）













第 1 回　　講義概要説明 （横浜市立大学教授・佐藤響子）
第 2 回　　心理学とジェンダー （横浜市立大学准教授・平井美佳）
第 3 回　　生物学とジェンダー （横浜市立大学教授・佐藤友美）
第 4 回　　ジェンダー論概観 （元立正大学教授・金井淑子）
第 5 回　　クィア・スダディーズ概観 （東京大学大学院・半田ゆり）
第 6 回　　メンズ・スタディーズとジェンダー
 （横浜市立大学非常勤講師・横山道史）
第 7 回　　経営学とジェンダー （横浜市立大学准教授・芦澤美智子）
第 8 回　　企業の取り組み （横浜銀行／アフラック）
第 9 回　　コミュニケーション論とジェンダー
 （横浜市立大学教授・佐藤響子）
第10回　　国際法とジェンダー （横浜市立大学准教授・瀬田真）
第11回　　行政の取り組み （横浜市政策局男女共同参画課）
第12回　　イスラームとジェンダー （横浜市立大学准教授・山﨑和美）
第13回　　文学とジェンダー （獨協大学准教授・片山亜紀）
第14回　　まとめ （横浜市立大学教授・佐藤響子）
第15回　　特別講演 （横浜夢座座長女優・五大路子）
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